
との関わりについて

に取り出したりヲ

ることが必要」ととらえている。

ると（二ろが大きくヲまた？ この読解

：と＼1hう表現活動に移し 9

てともなる。多くの情報を引き

と一致するところ

M」

きい。

読書活動がその本の筆者＠作者の考えや思いを取り入れる活動にとどまっていアは

動とは言えない。他の考／三や思、し1を§1三｝自身の思考に生かそうとする宇－び、の岱亨Lを築くものて、ztiつた l守
？ 

共目して文章を読み解＜ t舌動へと広げるこ t さらに多〈：の｛也ιj回、考をん；＼＿：j

白う了の表現に生かしていくことカまで、きヲ主体的tJ学びが築かれることが期待で、きるn

問題解決のためのJ胃、考や半i を

み取jたことをヲ他により効果的。正確に｛三えようとする力が？より深い倍の読みにつながると芳三ふ

この読みの深まりにつながる表現力を国語学習でつけてい〈ことで9 地の教科学習活動の中でi引っれる
生徒の表現活動の基盤を作り上げることになるととらえている。

本学年ではラこ、れまでの読書分野に通じる教材の学習の際に町読書へのアニマシオン（読書内容によ

るクイー対話ゲームなどの作戦）の子法を取り入れた学習活動をいくつか行ってきたo 本をじっと独

？で一読し，読み浸る時間とは対比的に，本の内容を他とかカ〉

もつ試みであるO 本単元」でも，本の内容，文章表現について語ることで，お互いを知弘交流を通して

より深く広がりのある読書活動へと発展させたいと考えた。また9 小集団（ 3または 4人のクツレーア＂ J

で情報交換しヲお互いアイずアを出し合って より良いものを創ろうとする話し合いの場をもつことノ

ぐさるよう工夫し，自身の読書をふりかえることやs より人を惹きつける情報とその提供方法を搾れ

相手意識をもたせた表現の充実にもつなげる活動を考えた。学習者同士が読書に関する共通の話告で、ム

ヤ？をも？ことで 本の陛界を広げ，読書生活を発麿こさせるきっかけをつくっていくことが，ーさまざ

まな学習場面における「学び合い」の基礎づくりにつながるのではないだろうかの

本単元で、比まず自分で読み解いた本の世界を，本文中の表現にこだわりをもらながら他に効果的じ

ることができるようにする。~らに，個別の読みを他に向けて表現したり 9 他の読みの意見にふれ
ることを通して，読みを広げヲ深めることをねらいとしているo つまりヲ他の思考を探り，自治♂

も取り人れてフさらに多くの他へと伝え，読みを発展さぜていくことをめざしているむである。ー

i～ノ

また

令

(2）本単元の目標や内容と国語科で考える思考力＠判断力＠

本学校園国語科では，「読む力を高めるということは，

とらえて理解するだけでなし文章の内容や筆者の意図など

国語科で考える思考力＠判断力は読む活動における読解と

の力は解釈力とも置き換えられるだろう。自分の解釈を話言，

現することは，表現力を磨き，より多くの情報や意見を取り

出L，整理しながら，自身の自由な発想と合わせて話し9

めていくそFl:＇事

をi重して

までの読書経験や普段の読書の

またヲこのイメージマップをも

について考

はどうなのか想像して楽しめたり，

きまとめて

新ー偉人伝Jにのっ

作文「読書の意義J（生徒B)

毎朝行っている10分間の朝読書や国語の授業で取り組んでいる読書記録などにより，生徒の読書に援

する機会は定着してきている。読書活動に費やす時聞がある程度臨保できている中で，生徒のこれまで

生活のうえ

この人を

残り

こロコ

仕事（;;tすベて自分て

最後は11主の人にゆす、つてしまう〈らいの気持一tう古fてL、いと万兄ユ力（ヰLない

と思いました。龍馬のような考えをもっている人がいるということを知

り，ぼくもこの言葉を実感するときがくるのだろうかと思いました。

自分の知らないことが分かつたり，次

正直 9 びづくりしました。

ぼくはこんな考えもあるのか，

ぼくはいつも仕事を全部やら吉、いといけないと思っていたからてやす。

自らこれをfi1,、’

功をなさしむべし」とL、うものがあり 3

でとても役立つことだと思います。伊1］；えは， 「坂本龍馬

読解カがついたり，

見J:！歴史をつtった人びと伝・プロジェグト

ていた龍馬の言葉に「事は十中ヘ九まで，

よ，とL、う意味です。この言葉を知ったとき，

龍馬はぼくとはちがう考えをも勺ていて，

1 

( 1）子どものとらえについて

年度当初，中学校での国語学習の始まりに当たって哩

様子を確認するため，読書についてのイメージマヴプづ〈りを行った。

とに，今後の読書に関する学習の構えとしてヲ生徒それノぞれが読書の

おくことも行った。

実践事瓦日

学口：脅いの中で個の鵠みを高め，

ニを｛也にゆずりて 3

ぼくの思う読書の意義は，

ちのこ

く

意味は，

中学 1年「読書生活J

「読書」のイメージマップ（生徒

国語

(3) 'i 1年間で育てる忠持刀・判断力＠表現力の育成iこ関する

読書生活者を育む国語学習として，本学校閲初等部前期では，；本：を読める

で！？、子保育における読み聞かせの活動を受けてフ件 l年では「どのおはなしをしってる？｜

肌時見竺児童が酬の本を確認し p 教師がその本を読む学習〉（とつなげるなど，身近なー

の唯認をわーっている。また，テーマの共通する本；ξ児童たちが選んでミ読んで、い〈；

に取り組んだ読書を中心iこ，児童がお互し＇＼の読書ふ紹介しあう活動を行い，本の世界

ること

の読書体験の傾向を探ると 3 読む本（マンガ9 雑誌を除く）の多くは推理小説やケータイ小説，映画化

またはゲーム化されたものが主になっている。平易な文章の作品には興味を示すがヲ工夫5れた構成や

巧みな表現をもっ文章にはあまり親しみを感じていないのが実状である。このような状況ーではあるが，

人ひとりの読書生活，趣向ラ関心から読書課題を設定していくことでラ共通した読書経験を語り

じての交流へとつなげることができう読書のジャンルを広げることができると考えてし '1 合いラ

る。

生徒は読書の時間を設けると，
の付てみ

し百こだ

。
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を貼り付り q

えていくとい

その読書のきっかけとなる

るi君となりヲ

ブィ

!Tl 

多面的な

中等部でも

又守 J,A「
~，、＂ ι－ ,-

わりをもち，

~.b －：：主ヨn

ii兄言雪

に取

すすめ，

とメディア化された作品

に自分たちの課題をもつ

をLたら良いのかわ

らなL'o 

ま7こ

し

自分なりのペース

を楽しもうとしている。しかし，テレビド弓マラ映画9 「ケータィ」

る傾向は強し発展的に自分の読書分野を広げようと活動したり 9 自

に取り組もうとするには至ってし・，/J"' ＼。また？司！学生としてどんな

の確保につながうていぷ。

の中にある世界

。に取り
｝ザ
V」

' ザ v 一一「 「 一 守 一

・t) f入とでミ（ゴ iうι，，也、主宇Lど[Z;:(Jヲ

まず読P書量乏A佳＇，（：呆Lなけ
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ヲ γ '・-

Q 」こ（了ヲ

の

につけるfこめには，

ンランドの国語教育メソット、を取り

き留めるという方式で怠る。

う生徒たちにとって楽しい

i読書案内 l たち

これまでの読書の傾向を抜け出せずにいる生徒も多いようだ。そのためラ教師の提供する本に関する

には興味を示し他の者がどのような読書に取り組んでいるのかについても知ろうとする意欲がある。

しかし，自らの考えや思いを伝え合うことの意義を意識しながらも，実際に表現する場には慣れていな

し読書生活を築いていくためには，自らの読書を確認し，他の読みも取り入れていく

あると考え， 早川

-40-
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して育てる言語表現力～

「読書」という活動を9 他とかかわらせながら

それぞれ一冊ず

内容についての

も＼①｛聞の読みを勉、へと缶える

個で、の学び、の場一面ととらえられることの多いであろう

るプレゼ、ンテーショ

に｛云えたv，こと

になれる場面

すべてC項目に触れる必要はないこととしたが，生徒の準備したフO vゼンテーションのためのワーヶ

シプトを読むと，ほとんどの生徒が紹介したい本のあらずじと作者（筆者）が読書に伝えたいで、あろう

ことについて詳しく話そうとしていることがうかがえ丸また9 実物が準備できる生徒についてーそ

の本を実際にグループ。内で子に取り，開いて読みながら紹介し合うことを勧めたわ

さらに，紹介する本を選ぶ｜擦には，読書生活を広げていくための学習なのでヲできるだけ広い分野の

本や自分らしい選書となるよう助言したo このはたらきかけによってラ川フレソトに載せた際に正ぃ

坊のミまざまな本が紹介されることを想定し 推薦する一恥選定できたク、、ノレーフ。もあったが9 これ

？での読書経験の浅さもあり，大きな広がりまでは望めないことも分かつ fこo 教師の推薦する本も何冊

かパンフレットに掲載するなどの工夫の必要性も考え9 後のパンフレットづくりの際にはヲ教師の書い

た本の紹介文も掲載することとした。

(ii)グループづくりの観点

ア

このグjレープでこの後の話し

グループ内のメンバー全員

この阜元のための

かつヲ

らである。

める

h
f
d

，J 
『アモあると考えヲな

ー本を紹介するためのワークシー十や紹介記事をグループで作ヮていく活動にあたっては

他のゲルーヅの作品（何1クうっての作品色合め）の提示さ何度も行うた。山のグノ！一一：プιJ
的に参考にして3 よりよい記事づくりに生かすよう助言し

また今金原瑞人＠監修「12裁からの読書案内』付ーばる舎）に掲載されている

どのような紹介文が，読み手に「この本を読んでみたい」と思わせるのかにつv，て確認し

やあらすじを順番に説明するのではなく q もっとも魅力的な登場人物の様子や夢中になつ

ことのできる場面を取り上げることの効果が確認で、きたc まに本の分野によって

その春日度，

あまり

読み深めていく過程を踏むように単元を設定した。

まずはラ個の読書活動，読書記録の整理に取り組み弓グループのメンバーに対してヲ

っ，互いに本をf沼介し合いラその後，グ）l，＇ーブで推薦することにした一間の本を読み，

話し合いや本の紹介文の推散などを行うという学習活動の流れである。 ， 

(i）プレゼンテーション ～推薦する一冊の本～

グループで紹介する本を選出するために？まず 1人 1j而ずつ紹介L合った口

ンで必要な項目や特にアピーノレすると良いポイントとして準備する項目

グルーフ。の人数は 3人を基本とした。この 3人という人数構成は，

活動や推散3 レイアウトを行うにあたってD できるだけスムーズに

に常に何らかの役割をもって活動を進めていくことが望ましいと考えた

座席表を作成し国語学習の時間はこの座席表に従うこととした。

読書館向や人間関係

ク、、ループを構成するメンパーは読書の傾向が｛以通っているか，または逆に，全く違った読書傾向をも

る生徒， グノレープで推薦する本を読んでヲ紹介文推散

さの個人差を考慮する必要があると

つ者同士で組んだ。これはヲ

の準備をする生徒と役割を分担するにあたって，

たからである。したがって男女比等は考産していない。

②かかわ臼合いを学び合いに結びつける学習活動の設定

よりよいものの共通理解を図れることが学び合いに結

提示による確認と堆散の観点の確認を中心と
( i)モ日守＇ A•, J口一

43 

個の読みを一旦，小

「学び合い」の場面

を高めることができると考えた。「読書案内」に，生徒のJ心にとまる表現や気に入った表現を用いるこ

とが工夫して自分の表現として取り込むきっかけとなることも期待できる。

本単元では中学 1年という段階において．それぞれの学級の実態などもふまえ，

集団の他へと伝えヲ意見交換，話し合いを通して読みを広げ，深めていくという，

を意図的に設定した展開とする。

］次では9 中学生になってからの読書記録をもとに。これまでに読んだ本はどのような傾向にある

ったり，読書によって得られるものの見方や考え方を探ったりして，自身の読書生活を振り返っ

た。またョ他者に紹介して，共有したい本や読み広げたい本はどれかを確認する作業を中心に行った。

第 2次では，様々な読書案内の文章を参考に9 他者へ紹介する価値があると判断した本を推薦し合い，

のか

。この本の中で、気になる文章表現

＠あらすじ 。楽しく読める場面 ＠感動する場面

• f-E半弓7
' トーtゴ1」

。題名

e 本のテーマ

展開計画

学級全体の学び合いの場面）

＠読書をする。

③読書生活に生かせる読書記録をとる。

＠読書の対象p 本の分野を確認し分類をする。

⑥本の中の表現を適切に記録する。

さらに，

紹介文

きを

。記事のレイアウト込山＂~，

＠グループごとに仕上げた

するための編集会議を行う。

を適切に表しているかを

し方を見出しヲ

一冊のノずンフレットに

すいより分かり－
 

J
 

／し

'"7 

'c0 0 

0) 

レ

安

市

ン

童

田

パ

詰
叫

一

L

以一ての 2つの学習活動を設定した。

この本の紹介文のグループでの話し合いを通して F 紹介する本を一冊選んだ。選ばれた本の推薦者がヲ

執筆を行いヲグループで紹介サる本の紹介文を推散しラ記事を完成させたc

第 3次では，紹介記事のレイアウトを決める話し合いを行いヲ学級全体で作成する読書案内パンフレッ

卜の編集会議を行った。

具体的な学習・内容（く〉印は，土
寸

日日

1 

2 

＠様々な読書案内を読む。

＠紹介記事にする本をグループ。内で、1人一冊ず、つ推薦し合い，

グループで一冊のパンフレットに載せたい本を選ぶ。

＠執筆者は宅本の！丑界を効果的に表現できるよう工夫してヲ

yと享旨今r
u】 Eョ、。

。編集者は，執筆者の推薦する本を読む。

＠紹介すべき場面を決め，「本からのメッセージ」

3 

Lj 

としてj支き

の主題が妥当かどうか

読みを発展させる。

5 

6 

l_ / -7一
、－ ,_, ,_' 

一－ Jワ一一-s叫

読書記録をまとめる

主な学習

本の紹介文を書く

2 

する文中の表現について確認するo

＜）他のグループの記事原稿を日 νノラ

し合い，お互いの読み方について考えて

5 

それまでの準備の

次

1 

も

る？こめ1が成立

2 

') 
,) 

( 1) 

学



さまざまな国；を旅していることも大事だが，それよりも．なぜ司

主題に合っているのではなし1かという話題になっていた。

たワークシートを参考にして9 紹介記事本文と「本からの

ペンフレットを見た人がより興味をもって？本を読んでくれる

i主
を知

それにも増して，

そこにある

なことなの

の目的がはっきりしないように見えながら， もっと知りたい今知ら江1;,Jヨを

りたいという好奇心を満たし続けることこそが，旅を続けることで果たと：

とし

うちに，キ／が 3日間ごとに移重tL, 
何のために旅をしているのかを説明し

また，他のグループの記事やモデル提示さ

メッセージ」とのかかわりが深い万がラ

ということをi法認することができてい

キノが旅を続けていること自体が本の中

しく説明するよりもう執筆者が読んでみての感想にとどめることも効果的ではないかという意見も出たo

(ii）推献の観点の与え方
学習の手引きとなる紹介記事推散のためのワークジートにはい誤字や脱字などの表記訂正の方法と文

章二件l容について~i~：討すべき観点との両方を集約したo 特に ど川紹介文がヲ読み手と本を結びつけ

るかを考えて、執筆者の準備した紹介記事を読むことについては，グループでの話し合い活動の際，

題の中心にさせたい町加筆修正の対象と 2；せたいと考え？確認の必要を強調し

む目的そのもので

あるという読みの確認を行ったこととなる。

『キノの旅J紹介記事を書いたグルーブメンパー

1生l走C，たくさんの国を知ることが旅の目的になっているとし1うことを伝えるため句「：

｜ セ一ジ」で書き抜く箇所を替えました。「もつと知りたくて」方主をしている O そし，てヲ

｜ ろんなことを知ったから，また旅をしていくということがうまく組み合わさって物語がで

｜ きています。ぼくもキノのようにいろんなことを知っていきたいと改めて思いました。

｜当三徒D G キノが一つの国に三日間しか滞在しない理由が「本からのメッセージ」で分かると考えて

I 決めました。初めて 2人以上で協力しながら記事を書いたけど， 3人だとヲ 1人では思い

｜ つかないような事が出てきたりしたので9 1人で書くより，とてもいい記事ができたんじゃ

I ないかと思います。

紹介文と本からの書き抜き文を主としたパンフレット記事について推散する活動によって，本の主題

について話し合い，また，他のグループOの本の紹介も参考にしてラよりよく伝えるために，白分たちの

読みを確認してから表現していく活動ができた。

と課題

グルーフ。での推散，

4 

ユノ「；：＼：：／

話し合い活動を経ての子どもたちの感想は次のようなものとなった。

ト自分が書いた文章を白分で読み返すこともあまりせずにいたことが多かったけどヲ今回の学習で，自分の考えたことだけで｜

I Iくて，いろんな人の考えを文章にすることができて，すごく納得できる文章が書けました。（生徒B〕 I 

ト同じ本のことについて話し合うのは楽しかったんですが，文章はなかなか直せませんでしたO 臼分の考えを話そうとしても，， I 

l それが執筆者の書いた文章の内容と全然違ったりすると，ちょっと言いにくかったりして，難しかったです。（生徒E) I 

明確にする作用が話し合いの中に

していないとヲ互v，の読みを認

0@1の読みを表現したものをペースとして，その読みをさらに広げ

あると確認できたが9 同時に，言語表現によるかかわりの場を多〈

めながら広げ，深めてし吋活動がスムーズに行えないということであろう。誤字 e 脱字の訂正なら個人

でもできるが9 内容面に修正を加える意見を出し合うとなると，意見の言える生徒と言えない生徒がい

面やセリフの表現をそのまま

紹介することもヲその本の魅

力の集約されている部分の紹

介に相当するということに気づかせる意図から，この「本からのメソセージ」と紹介記事とのつな？

を重要視することをおさえたo それぞれの個の読みがヲ共通の「本からのメッセーシ」を探してヲ話し

台へことで グループでの読みを深めていくことへとつながった。

］ミれぞれのク、、ルーフ。で推散に取り組んで、いる中で ど、のように紹介記事を仕上げてい〈とよいのかヲ

自信、たちの読みを確かめ，よりよく伝わる紹介文にするにはどうしたらいいのかの検討を行っているグ

ノトブ。があった。本単元の 5時間乱紹介文をグループで、推敵し記事を完成する活動を取り上げる。

このグループでは初めに，本からのメッセージとして次の部分を書き

「じゃあキ／は？キ／はどうして一方託をt1YEけてるの？」＠＠⑮

から，一戸ー、戸デーレ マ
っ cc§：心。

とが課題である。

。他の生flのr7ーヤシートや他のゲパJーブ

るブjをもちヲ 日う？の表現に生かしノてスキノレア、ソプする

らきかけ9 教師が直接的に助言を行うことなどを適して

に意

見がつけにくいという心理が働いたためと思われる。今後も批判的な読みや学び合いの活動の場を多〈

もつことによヮて，まず互いの良さを認めた上で，さらによりよい文章表現を共にっくりあげていくこ

B
 

徒生

ることによって， そ

ることができた。教師も同じ姿勢ではた

生徒同士のかかわりを結びつけていきたい。

（文責林原公子）
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のふりかえり

よりよく表すことのイメー

ジをつかむ1tを高支の主児者、を5没け

て，「ヱドからのメッセージJ

（テーマを象徴する場面やセ

リフの書き抜き）について3

どうしてここを書き抜いたの

かをグループOで確認してから，

紹介文を読み直し，より深い

読みができるようにした。

本の中から抽出する場面や

登場人物のセリフにはヲ作者＠

筆者の優れた文章表現の持つ

力が発揮されており，その場

いていた。

お互¥i、のグ／！／ーブこれはヲ表記との措散にとどまる傾向が強かった。学級では，る。特に，

l 1て〉

この本からのメッセージとしての書き抜きは，
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「止めるのは，

ではヲ

ι'f:o‘てい

このゲループ。で読み取った『キ／の旅Jの主題は，人間社会の歪みを｛国々人がどのように受け止め，

考えーていくのか， ということだっ丸キ／が巡る奇妙な法律のある架空の国々での出来事をとのょっに

うかを読者にゆだねられているところにこの本のおもしろみが忘るとしている。

Aの文を書き抜いている時点では，キノが旅をすること自体がこの本のおもしろみだとい？話をし？

が，グループメン／；＇－ 3人でヲ主題と本からのメ、：ノセージのかかわりにワいて話し合ってい会

(2）学び合い

最終的に仕とがっ

」－とい〉

し，fこの




